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　１　はじめに

　ホオジロEmberiza cioidesはスズメ目ホオジロ科に分
類され（日本鳥学会，2012），アジア東部の温帯地方，
ロシアのアムール，ウスリー，沿海州，モンゴル，中
国の北部と東部，北朝鮮，韓国，済州島，日本，南千
島に分布し，冬期には北方の個体群の一部は南方に渡
る（環境省，2011）．ホオジロは山岸（1978）により，
繁殖期より冬期に個体数が多い季節変化を示す長野県
において，詳細な調査が行われ社会構造を明らかにさ
れている．また，手井（2013）により，石川県は繁殖
期より冬期に個体数が少なく，囀り個体数および雄の
争い個体数の季節変化や，ソングエリアの配列位置の
経年変化については，長野県とは異なる報告がある．
　国内では，ウグイスCettia diphone（濱尾，1993），ク
ロツグミTurdus cardis（石塚，2007），アオジEmberiza 

spodocephala（小岩井，2003）等により，囀りについて
詳細に報告されている．また，キジPhasianus colchicus

（林，2002），ヨタカCaprimulgus indicus（才木・後藤，
2017），セッカCisticola juncidis（母袋，1973）等により，
一定期間内の囀り回数や囀り時間について報告されて
いる．しかし，鳥類の年間の囀り回数や囀り時間につ
いての推定は，著者の知る限りでは国内での報告はな
い．
　石川県金沢市の海岸保安林では，158日間の終日観察
により，ホオジロの囀り回数の調査が1991年11月から
2001年4月に行われ報告されている（手井，2018）．本研
究ではそのデータをもとに，年間囀り回数を推定し，ホ
オジロの囀りについての基礎情報の蓄積を目的とした．
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 2　調査地および方法

　調査地は石川県金沢市の日本海に面し，連続した
海岸保安林内である．Aエリアおよび個体数調査域
a（36°35‘34“N，136°35’7”E）の植生は，高木では成
熟したクロマツPinus thunbergiiが優占種で，ハリエン
ジ ュ Robinia pseudoacacia， エ ノ キCeltis sinensis， オ
ニグルミJuglans mandshurica等，低木としてコマユミ
Euonymus alatuso，キンギンボクLonicera morrowii等が
混在していた．林床は，密なコバンソウBriza maxima，
ジ ャ ノ ヒ ゲOphiopogon japonicus， ハ マ ダ イ コ ン
Raphanus sativus等に覆われ草本層も発達していた．標
高は7～18ｍである．Bエリア（36°34’22”N，136°33’
49”E）の2001年までの植生は，海岸線から約50ｍ内陸
側沿いに，植林後数年のクロマツ幼木帯（樹高約0.5
～1.5ｍ）が幅約20～30ｍで連なっていた．その内陸
側には成熟したクロマツ林（樹高約10～15ｍ）が幅約
40ｍあり，低木にはハリエンジュ，マユミEuonymus 

sieboldianus等の幼木や，ノイバラRosa multiflora，ト
ベラPittosporum tobira等が混在していた．標高は6～
12ｍである．BエリアはAエリアから南西へ約2.4km
離れている．個体数調査域b（36°34’33”N，136°33’59”E）
の植生は，Bエリアの2001年までの植生状態から約20
年経ており，クロマツとエノキやハリエンジュが多い
針広混交林で，標高は6～12ｍである．（図1）．
　ホオジロの囀り回数について1991年11月2日から2001
年4月4日までの9年5か月間に，終日観察（日の出時刻
の60分前から日の入り時刻の30分後まで）を158日間行
った（手井，2018）．なお，明石・山岸（1987）にsong
と定義されている発声を1回の囀りとした．158日間の
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繁殖・非繁殖ステージ等については手井（2018）を参
照されたい．
　終日観察の多くは，長時間の降雨や降雪の日（以下，
雨天日という）に調査を行っていないが，3月前半の
終日観察は8回の内，雨天日に3回調査を行った．雨天
日の独身期の囀り回数は1,479回と2,342回であり，つ
がい期は1,087回であった．また，雨天日以外の独身
期は1,374回，1,439回，2,011回，2,754回．つがい期は 
283 回であり，3月前半では雨天日であっても，囀り
回数が際立って少ないことはなかった．そのため3月
前半の雨天日の3日間もデータとして含めた．また，3
月前半以外でも短時間の雨であれば，データとして大
きな影響はないと考えた（手井，2018）．
　囀り回数（手井，2018）をもとに，本研究では4つ
の方法により，雨天日の考慮なしの年間囀り回数を推
定した．方法1として，すべての囀り回数を合計し，
終日観察日数（158日）で割り，365日を掛け推定した．
方法2として，月別囀り回数の合計を，月別終日観察
日数で割り求めた月別の平均値に，日数を掛け推定し
た（表2）．方法3として，方法2を月前後半別に分け推
定した（表3）．方法4として，方法2を上・中・下旬別
に分け，かつ，個体別に分け推定した（表4）．なお，
1月中旬は未調査のため，1月上旬と下旬の平均値を用
いた．
　本研究の年間囀り回数の推定は，年毎の囀り個体数
の季節変化が，ほぼ一定であることを前提としている
ため，その変化を示す必要があると考える．また，終
日観察（158日間）の多くは雨天日に調査を行ってい
ないので，雨天日と雨天日以外との囀り回数の比較も
必要であると考える．そのため以下の調査も行った．
個体数調査域a（28.7ha）では，終日観察を行った手
井（2018）と同様の調査期間である1991年11月から
2001年4月の，日の出頃から12時までの間に，すべて
の歩道（延長4.2km）を歩き，囀り個体数の季節変化
を記録した．調査日数は月平均9.7±2.4日（平均±標
準偏差）（範囲6～18，n=1,110）である．また，個体
数調査域b（28.9ha）では， 2020年3月から2022年12月
の日の出頃から12時までの間に，すべての歩道（延長
5.5km）を歩き，囀り個体数を雨天日と雨天日以外に
分け記録した．雨天日の調査日数は月平均2.0±2.2日

（範囲0～11，n=69）（表5），雨天日以外の調査日数は
月平均4.8±3.9回（範囲0～14，n=162）（表6）である．
それぞれ観察には双眼鏡（倍率8倍）と望遠鏡（倍率
25～56倍）を用いた．

図1：調査地．黒丸は終日観察の調査地点を示す．

内，Aエリアは8か所で114日間，Bエリアでは5か所で
44日間である．月別の観察日数は，1月に3日間，2月
に4日間，3月に16日間，4月に24日間，5月に30日間，
6月に21日間，7月に14日間，8月に15日間，9月に8日
間，10月に10日間，11月に8日間，12月に5日間である

（表1）．158日間の内，103日間は標識のある雄の15個
体のデータであり，55日間はAエリアの未標識の雄の
データである（表1）．標識個体の観察例と先行研究（明
石・山岸，1987）に基づき，終日観察時の調査対象個
体の雄は未標識個体であっても，終日観察時に1個体
のすべての囀りをカウントすることは可能であると考
え調査対象に含めた．その理由は⑴標識個体（15個体）
の終日観察を103日間行い，囀りを112,335回記録した
が，終日観察時に複数の雄が同じソングポストを共有
した例は，1例のみ（1個体，囀り1回）であった．⑵
標識された調査対象個体のソングエリア内で，他の雄
が侵入し囀ったのも1個体のみ（独身期の3日間で，囀
り回数はそれぞれ3回，5回，9回）であった．その際，
⑴と⑵の両方で標識された調査対象個体との雄同士の
囀り合いがあり，また，侵入雄は囀りを終えたあと
に，調査対象個体のソングエリアとは別方向へ飛び去
った．⑶根拠は明確には示されていないが，同様に終
日観察を行った明石・山岸（1987）は，複数雄による
ソングポストの共有はまずないと述べている．⑷終日
観察時にソングエリアが大きいと，囀りを聞き逃し正
確な囀り回数は記録できないと思われる．しかし，本
調査地での終日観察時のソングエリアは，すべて直径
170m以下（多くの場合，直径120m以下）と狭く，観
察に支障はなかった．⑸終日観察前に，終日観察地周
辺では囀り合い等によりソングエリアを把握した．な
お，終日観察についての詳細な囀り回数，個体識別，
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表1.  ホオジロの終日観察の囀り回数．個体名のー印は，個体識別なしを示す．
月 調査日 個体名 ステージ 囀り回数 月 調査日 個体名 ステージ 囀り回数

1月 1993年 1月 9日 ー 独身期 8 6月 1992年 6月 6日 ー 造巣期 1,120 
1995年 1月21日 ー 独身期 0 1992年 6月13日 ー 抱卵期 3,307 
1998年 1月10日 M084 独身期 0 1992年 6月21日 ー 独身期 4,177 

2月 1993年 2月 6日 ー 独身期 6 1992年 6月28日 ー 独身期 4,649 
1993年 2月20日 ー 独身期 18 1993年 6月 6日 ー 巣内育雛期 1,760 
1998年 2月27日 M112 独身期 1,679 1993年 6月11日 M013 巣外育雛期 2,689 
1999年 2月16日 M171 独身期 1,027 1994年 6月 5日 M013 巣外育雛期 637 

3月 1992年 3月15日 ー 番い期 1,087 1994年 6月11日 M013 巣外育雛期 349 
1993年 3月 6日 ー 独身期 2,011 1994年 6月18日 ー 産卵期または抱卵期 721 
1993年 3月13日 ー 独身期 1,374 1995年 6月 3日 M020 巣外育雛期 2,158 
1993年 3月20日 ー 番い期 81 1995年 6月10日 M020 抱卵期？ 1,832 
1993年 3月27日 ー 番い期 680 1995年 6月17日 M055 番い期？ 2,251 
1994年 3月 6日 M013 独身期 1,439 1995年 6月18日 M055 番い期？ 2,038 
1994年 3月19日 M013 番い期 133 1996年 6月 1日 M067 独身期 3,684 
1995年 3月 5日 M038 独身期 1,479 1996年 6月23日 M067 独身期 3,893 
1995年 3月11日 M020 独身期 2,342 1997年 6月 1日 M248 巣内育雛期 986 
1995年 3月18日 M020 番い期 1,876 1997年 6月 7日 M248 巣外育雛期? 223 
1995年 3月26日 M020 番い期 679 1997年 6月22日 M111 産卵期 1,095 
1997年 3月 8日 M083 番い期 283 1997年 6月29日 M111 抱卵期 708 
1997年 3月20日 M083 番い期 13 1999年 6月21日 M171 巣内育雛期 1,042 
1998年 3月16日 M112 番い期 261 2000年 6月18日 M171 造巣期 75 
1999年 3月 4日 M171 独身期 2,754 7月 1992年 7月16日 ー 独身期 4,822 
1999年 3月29日 M171 番い期 0 1993年 7月 4日 M013 番い期 3,675 

4月 1992年 4月18日 ー 番い期 607 1993年 7月16日 M013 巣内育雛期 1,607 
1992年 4月25日 ー 造巣期 767 1993年 7月25日 M013 番い期 3,708 
1993年 4月10日 ー 番い期 335 1994年 7月12日 ー 巣外育雛期 1,105 
1993年 4月16日 ー 番い期 475 1994年 7月16日 ー 巣外育雛期 1,934 
1993年 4月24日 ー 番い期 498 1995年 7月15日 M055 独身期 1,173 
1994年 4月 2日 M013 番い期 211 1996年 7月 7日 M067 巣内育雛期？ 1,527 
1994年 4月16日 M013 番い期 231 1997年 7月 5日 M111 巣内育雛期 252 
1994年 4月23日 M013 造巣期 771 1997年 7月26日 M111 巣外育雛期 2,093 
1995年 4月 8日 M020 番い期 435 1998年 7月 7日 M112 巣内育雛期 3,128 
1995年 4月29日 M020 抱卵期？ 1,827 1998年 7月18日 M112 巣外育雛期 664 
1995年 4月30日 M020 抱卵期？ 1,853 1998年 7月25日 M112 巣外育雛期 1,830 
1996年 4月13日 M018 番い期 0 1999年 7月 8日 M171 独身期 2,294 
1996年 4月27日 M067 産卵期？ 906 8月 1992年 8月 2日 ー 独身期 4,234 
1996年 4月28日 M067 産卵期？ 1,188 1992年 8月16日 ー 独身期 4,313 
1996年 4月29日 M067 抱卵期？ 2,239 1992年 8月30日 ー 独身期 904 
1997年 4月13日 M083 番い期 52 1993年 8月 7日 M013 番い期 3,401 
1997年 4月26日 M065 造巣期 834 1993年 8月28日 M013 独身期 334 
1998年 4月 4日 M112 番い期 0 1994年 8月 3日 ー 独身期 1,805 
1998年 4月19日 M112 番い期 7 1994年 8月 9日 ー 独身期 1,402 
1999年 4月 4日 M171 番い期 23 1994年 8月21日 ー 独身期 217 
1999年 4月21日 M171 造巣期 393 1995年 8月 1日 M055 独身期 474 
2000年 4月 4日 M171 番い期 290 1995年 8月19日 M055 独身期 67 
2000年 4月24日 M171 番い期 255 1996年 8月11日 M067 独身期 1,729 
2001年 4月 4日 M272 番い期 1 1997年 8月16日 M111 独身期 1,735 

5月 1992年 5月 2日 ー 造巣期 1,224 1997年 8月31日 M111 独身期 11 
1992年 5月 5日 ー 造巣期または産卵期 1,768 1998年 8月22日 M112 巣外育雛期 431 
1992年 5月12日 ー 抱卵期 3,710 1999年 8月 4日 M171 独身期 2,318 
1992年 5月17日 ー 抱卵期 1,803 9月 1992年 9月15日 ー 独身期 300 
1992年 5月23日 ー 巣内育雛期 1,912 1992年 9月20日 ー 独身期 258 
1992年 5月31日 ー 独身期 3,720 1993年 9月15日 M013 独身期 218 
1993年 5月 5日 ー 番い期 987 1994年 9月 4日 ー 独身期 39 
1993年 5月15日 ー 造巣期または産卵期 3,022 1996年 9月15日 M067 独身期 1 
1993年 5月23日 ー 抱卵期 3,260 1997年 9月21日 M111 独身期 0 
1993年 5月29日 ー 抱卵期 3,005 1998年 9月 6日 M112 番い期 0 
1994年 5月 7日 M013 造巣期または産卵期 1,706 1999年 9月 5日 M171 独身期 110 
1994年 5月14日 M013 産卵期または抱卵期 2,669 10月 1992年10月 3日 ー 独身期 169 
1994年 5月21日 M013 抱卵期または巣内育雛期 4,009 1993年10月 2日 M013 独身期 0 
1994年 5月28日 M013 巣内育雛期 855 1993年10月16日 M013 独身期 397 
1995年 5月 4日 M020 巣内育雛期? 1,053 1994年10月 1日 ー 独身期 0 
1995年 5月13日 M020 巣内育雛期? 1,102 1994年10月29日 ー 独身期 452 
1995年 5月27日 M020 巣外育雛期? 1,180 1994年10月30日 ー 独身期 443 
1996年 5月 3日 M067 造巣期？ 1,273 1995年10月15日 M055 独身期 36 
1996年 5月12日 M067 造巣期？ 1,321 1997年10月10日 M111 独身期 42 
1996年 5月19日 M067 独身期 4,053 1997年10月18日 M111 独身期 236 
1997年 5月18日 M065 産卵期または抱卵期 1,530 1999年10月26日 M213 独身期 96 
1998年 5月 1日 M112 造巣期 2,504 11月 1991年11月 2日 ー 独身期 1,057 
1998年 5月23日 M112 巣内育雛期 226 1992年11月 3日 ー 独身期 463 
1998年 5月31日 M112 巣外育雛期 847 1992年11月28日 ー 独身期 29 
1999年 5月12日 M171 抱卵期 812 1992年11月29日 ー 独身期 88 
1999年 5月21日 M171 巣内育雛期 771 1993年11月 3日 M013 独身期 1,154 
1999年 5月30日 M171 巣外育雛期 365 1997年11月 3日 M111 独身期 321 
2000年 5月10日 M171 造巣期 745 1997年11月16日 M111 独身期 292 
2000年 5月18日 M171 産卵期または抱卵期 451 1999年11月10日 M213 独身期 165 
2000年 5月27日 M171 巣内育雛期 203 12月 1992年12月 5日 ー 独身期 53 

1992年12月19日 ー 独身期 101 
 1992年12月26日 ー 独身期 36 

1994年12月10日 ー 独身期 0 
1994年12月24日 ー 独身期 47 



42

手井　修三　

表2.  ホオジロの終日観察の月別囀り回数．

終日観察の
月別囀り回数の

合計 (A)

終日観察
日数 (B)

平均
(C=A/B） 日数 (D) 合計 (C×D)

1 月 8 3 2.7 31 84 
2 月 2,730 4 682.5 28 19,110 
3 月 16,492 16 1,030.8 31 31,955 
4 月 14,198 24 591.6 30 17,748 
5 月 52,086 30 1,736.2 31 53,822 
6 月 39,394 21 1,875.9 30 56,277 
7 月 29,812 14 2,129.4 31 66,011 
8 月 23,375 15 1,558.3 31 48,307 
9 月 926 8 115.8 30 3,474 

10 月 1,871 10 187.1 31 5,800 
11 月 3,569 8 446.1 30 13,383 
12 月 237 5 47.4 31 1,469 
合計 184,698 158 365 317,441 

表3.  ホオジロの終日観察の月前後半別囀り回数．

終日観察の
月前後半別囀り
回数の合計(A)

終日観察
日数(B) 平均(C=A/B） 日数(D) 合計(C×D)

1月 前半 8 2 4.0 15 60 
後半 0 1 0.0 16 0 

2月 前半 6 1 6.0 15 90 
後半 2,724 3 908.0 13 11,804 

3月 前半 12,769 8 1,596.1 15 23,942 
後半 3,723 8 465.4 16 7,446 

4月 前半 1,347 9 149.7 15 2,245 
後半 12,851 15 856.7 15 12,851 

5月 前半 23,896 14 1,706.9 15 25,603 
後半 28,190 16 1,761.9 16 28,190 

6月 前半 18,745 11 1,704.1 15 25,561 
後半 20,649 10 2,064.9 15 30,974 

7月 前半 13,154 7 1,879.1 15 28,187 
後半 16,658 7 2,379.7 16 38,075 

8月 前半 15,363 7 2,194.7 15 32,921 
後半 8,012 8 1,001.5 16 16,024 

9月 前半 668 6 111.3 15 1,670 
後半 258 2 129.0 15 1,935 

10月 前半 247 5 49.4 15 741 
後半 1,624 5 324.8 16 5,197 

11月 前半 3,160 5 632.0 15 9,480 
後半 409 3 136.3 15 2,045 

12月 前半 53 2 26.5 15 398 
後半 184 3 61.3 16 981 

合計 184,698 158 365 306,420 

表4.  ホオジロの終日観察の旬別囀り回数．括弧内は調査日数を示す．1月中旬は未調査のため1月上旬と下旬の平均値とした．

M013 M018 M020 M038 M055 M065 M067 M083 M084 M111 M112 M171 M213 M248 M272 標識なし
囀り回数
の合計
（A）

終日観
察日数
（B）

平均
（C=A/B）

旬別
日数

（D）

合計
（C×D）

1月 上旬 0（1） 8（1） 8 2 4.0 10 40
中旬 - 0 2.0 10 20
下旬 0（1） 0 1 0.0 11 0

2月 上旬 6（1） 6 1 6.0 10 60
中旬 1,027（1） 18（1） 1,045 2 522.5 10 5,225
下旬 1,679（1） 1,679 1 1,679.0 8 13,432

3月 上旬 1,439（1） 1,479（1） 283（1） 2,754（1） 2,011（1） 7,966 5 1,593.2 10 15,932
中旬 133（1） 2,109（2） 13（1） 261（1） 847（3） 7,166 8 895.8 10 8,958
下旬 679（1） 0（1） 680（1） 1,359 3 453.0 11 4,983

4月 上旬 211（1） 435（1） 0（1） 157（2） 1（1） 335（1） 1,296 7 185.1 10 1,851
中旬 231（1） 0（1） 52（1） 7（1） 541（2） 1,372 6 228.7 10 2,287
下旬 771（1） 1,840（2） 834（1）1,444（3） 324（2） 633（2） 11,531 11 1,048.3 10 10,483

5月 上旬 1,706（1） 1,053（1） 1,273（1） 2,504（1） 745（1） 1,750（4） 14,281 9 1,586.8 10 15,868
中旬 2,669（1） 1,102（1） 2,301（3） 632（2） 2,757（2） 17,452 9 1,939.1 10 19,391
下旬 2,432（2） 1,180（1） 537（2） 446（3） 2,974（4） 20,352 12 1,696.0 11 18,656

6月 上旬 637（1） 1,995（2） 3,684（1） 605（2） 1,440（2） 12,401 8 1,550.1 10 15,501
中旬 1,519（2） 2,145（2） 75（1） 2,014（2） 11,431 7 1,633.0 10 16,330
下旬 3,893（1） 902（2） 1,042（1） 4,413（2） 15,565 6 2,594.2 10 25,942

7月 上旬 3,675（1） 1,527（1） 252（1） 3,128（1） 2,294（1） 10,876 5 2,175.2 10 21,752
中旬 1,607（1） 1,173（1） 664（1） 2,620（3） 11,304 6 1,884.0 10 18,840
下旬 3,708（1） 2,093（1） 1,830（1） 7,631 3 2,543.7 11 27,980

8月 上旬 3,401（1） 474（1） 2,318（1） 2,480（3） 13,633 6 2,272.2 10 22,722
中旬 67（1） 1,729（1） 1,735（1） 4,313（1） 7,844 4 1,961.0 10 19,610
下旬 334（1） 11（1） 431（1） 561（2） 1,898 5 379.6 11 4,176

9月 上旬 0（1） 110（1） 39（1） 149 3 49.7 10 497
中旬 218（1） 1（1） 279（2） 777 4 194.3 10 1,943
下旬 0（1） 0 1 0.0 10 0

10月上旬 0（1） 42（1） 85（2） 212 4 53.0 10 530
中旬 397（1） 36（1） 236（1） 669 3 223.0 10 2,230
下旬 96（1） 448（2） 992 3 330.7 11 3,637

11月上旬 1,154（1） 321（1） 165（1） 760（2） 3,160 5 632.0 10 6,320
中旬 292（1） 292 1 292.0 10 2,920
下旬 59（2） 118 2 59.0 10 590

12月上旬 27（2） 54 2 27.0 10 270
中旬 101（1） 101 1 101.0 10 1,010
下旬 42（2） 84 2 42.0 11 462

合計 26,242（21） 0（1）10,393（11） 1,479（1） 3,895（6） 834（1）15,85（12） 348（3） 0（1） 5,884（11）11,041（12）11,924（18） 261（2） 605（2） 1（1）32,241（55） 184,698 158 365 310,446

表5.  ホオジロの囀り個体数の季節変化（雨天日以外）．
1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 合計

前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半
2020 年 囀り個体数 119 44 37 76 58 42 24 52 100 3 2 16 11 1 5 590 

調査日数 - - - - 5 5 5 7 - 3 2 1 2 4 - - 3 3 - - 3 3 4 4 54 
2021 年 囀り個体数 4 62 33 31 65 89 127 68 115 30 1 57 5 687 

調査日数 - - 3 - 3 - 3 2 3 5 5 - 2 - 4 - 8 6 7 - - 4 - - 55 
2022 年 囀り個体数 0 0 88 110 99 3 15 26 29 5 1 376 

調査日数 6 6 - - - 5 - - - - - - - 4 - 5 - 4 4 - 2 7 4 6 53 
2020～2022 年 囀り個体数 0 0 4 181 132 70 107 65 147 169 24 120 210 115 99 33 6 72 42 45 6 6 1,653 

調査日数 6 6 3 - 8 10 8 9 3 8 7 1 4 8 4 5 11 13 11 - 5 14 8 10 162 
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表6.  ホオジロの囀り個体数の季節変化（雨天日）．
1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 合計

前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半
2020 年 囀り個体数 38 10 6 6 17 58 42 142 41 1 0 0 2 0 0 363 

調査日数 - - - - 2 1 1 1 - 1 3 3 9 2 - - 1 2 - - 1 2 3 2 34 
2021 年 囀り個体数 1 22 3 6 10 15 13 21 17 0 0 0 0 108 

調査日数 - - 2 - 2 - 1 1 1 2 1 - 1 - 2 - 1 2 1 - - 1 - - 18 
2022 年 囀り個体数 0 0 15 19 26 0 0 0 2 0 0 62 

調査日数 2 2 - - - 2 - - - - - - - 1 - 2 - 1 1 - 1 1 3 1 17 
2020～2022 年 囀り個体数 0 0 1 60 25 9 12 10 32 71 42 163 60 17 26 1 0 0 0 4 0 0 533 

調査日数 2 2 2 - 4 3 2 2 1 3 4 3 10 3 2 2 2 5 2 - 2 4 6 3 69 

図2：ホオジロの終日観察の囀り回数の季節変化(1991年11月
　　  ～2001年4月)．エラーバーは標準偏差を示す．

図3：ホオジロの囀り個体数の季節変化(1991年11月～2001年
　　  4月)．エラーバーは標準偏差を示す．

図4a：ホオジロの囀り個体数の季節変化(年別)(1992年1月～
　　　 1996年12月)．

図4b：ホオジロの囀り個体数の季節変化(年別)(1997年1月～
　　　 2000年12月)．
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図5．ホオジロの囀り個体数の季節変化(雨天日と雨天日以外の比較)(2020年3月～2022年12月)．図5．ホオジロの囀り個体数の季節変化(雨天日と雨天日以外の比較)(2020年3月～2022年12月)．図5．ホオジロの囀り個体数の季節変化(雨天日と雨天日以外の比較)(2020年3月～2022年12月)．図5．ホオジロの囀り個体数の季節変化(雨天日と雨天日以外の比較)(2020年3月～2022年12月)．図5．ホオジロの囀り個体数の季節変化(雨天日と雨天日以外の比較)(2020年3月～2022年12月)．図5．ホオジロの囀り個体数の季節変化(雨天日と雨天日以外の比較)(2020年3月～2022年12月)．図5．ホオジロの囀り個体数の季節変化(雨天日と雨天日以外の比較)(2020年3月～2022年12月)．
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図5：ホオジロの囀り個体数の季節変化(雨天日と雨天日以外
　　 の比較)(2020年3月～2022年12月)．エラーバーは標準偏
　　 差を示す．2月後半と10月後半は未調査

3　結果および考察

　終日観察により求めた雨天日の考慮なしのホオジロ
の年間囀り回数は，方法1では426,676回であった．た
だ，12～2月の調査日数が3～5日と少ないために，囀
りの少ない冬期を十分に反映していないと考えられ
る．方法2は317,441回（表2），方法3では306,420回（表
3）であった．しかし，方法2と方法3は，2～4月，8月
に月の前半と後半で数値に大きな違いがある（図2）．
そのため更に細かく分け比較する必要があり，旬別に
分けた方法4により推定した310,446回（表4）が，も
っとも適していると考えられる． 
　本調査地のほぼ全域で，繁殖期にはホオジロの囀り
個体が観察され，個体数調査域aの囀り個体数には，毎
年おおよそ一定の季節変化があった（図3，4）．囀り個



44

手井　修三　

体数は3月にもっとも多く，7月前後にもピークが多く
の年であった．8月後半から9月後半までは減少する年
が多く，10月後半から11月前半には再び若干増加した．
その後，2月前半までは非常に少なかった（図3，4）．
　個体数調査域bの囀り個体数の季節変化（2月後半と
10月後半は未調査）の平均値では，すべて雨天日より
雨天日以外が多かった．最大値でも多くの月で雨天日
以外は雨天日より多かったが，6月後半では同数であ
った（囀り個体が観察されなかった1月を除く）（図5）．
また，9～11月の雨天日以外（調査日数54日間）では，
のべ198羽が記録され平均3.7羽/日，雨天日（調査日数
15日間）にはのべ5羽で平均0.3羽/日．雨天日は雨天日
以外の8.1％であり，特にこの期間の雨天日には囀り個
体が著しく少なかった（図5）．年間の雨天日以外（調
査日数162日間）はのべ1,653羽が記録され平均10.2羽/
日，年間の雨天日（調査日数69日間）ではのべ533羽
が記録されて平均7.7羽/日であり，年間の雨天日の囀
り個体数は，雨天日以外の75.5％であった（表5，6）．
　本調査地に最も近い金沢地方気象台の，30年間（1991
～2020年）の降水量1.0㎜以上の平均年間日数は177.3
日，降水量10.0㎜以上では79.0日，降水量30.0㎜以上
では19.8日である（気象庁，オンライン）．雨天日の
考慮なしの年間囀り回数を310,446回，年間の雨天日
を177.3日，年間の雨天日以外を187.7（365-177.3）日，
年間の雨天日の囀り回数を雨天日以外の75.5％と仮定
して推定すると，年間囀り回数は273,500回であった．
　本研究の終日観察は長時間の大雨や強風時等の日を
調査日としていないので，正確な年間囀り回数を推定
することは困難である．しかし，雨天日の考慮なしの
年間囀り回数から，雨天日と雨天日以外の囀り個体数
の比率等を考慮すれば，概算の年間囀り回数は推定可
能と考えられ，その回数は約27万3千回であった．本
研究では概算の年間囀り回数を求めたが，今後，降水
量，風速，気温等の多様な気象条件下での，雨天日と
雨天日以外との囀り回数の差異等を考慮し，より正確
な年間囀り回数を求める必要があると考える．
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